
     

 

大田区 都市基盤整備部 都市基盤管理課 

〒144-8621 東京都大田区蒲田５丁目 13番 14号 

TEL：03-5744-1304    FAX 03-5744-1527 

～歴史とかさなる水の径～ 
みち 

田園調布本町 35番付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧六郷用水散策路は、江戸時代に開削された六郷用水の

主要ルートを辿る散策路です。大田区では緑道整備計画延

長約 5.7km の整備を進めるとともに、平成 3 年度から散

策路や散策コース沿いに「六郷用水物語」のサイン整備を

実施しました。 

また、本散策路の「六郷用水復元水路（田園調布本町）」

は、昭和 63 年に建設省（現国土交通省）から「手づくり

郷土賞」を受賞し、令和 2 年の第 3 回大田区景観まちづく

り賞の表彰対象となっており、水に親しむ景観として高い

評価を受けています。  

区民や観光で訪れる方々に、旧六郷用水散策路を快適に

散策し、地域の魅力と歴史を知っていただくために、案内

サインを設置しています。サインは、散策路沿いに設置し

ており、周辺エリアの総合案内や経路の案内及び六郷用水

の歴史について解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲートサイン 歴史物語サイン 

（楽しむサイン） （知らせるサイン） （訪ねるサイン） 
総合案内サイン 

（田園調布本町 39 番） 六郷用水復元水路（田園調布本町25番先） 
手づくり郷土賞記念碑 

六郷用水とは、六郷領（現在の大田区の多摩川沿岸地域）の灌漑を

目的として、江戸時代初期に幕府代官小泉次大夫により開削された

農業用水路です。天正 18 年（1590 年）江戸に入府した徳川家康

は、まず城下町の整備と江戸近郊の治水対策、そして新田開発にあ

たりました。この家康の新田開発政策の一環として行われたのが六

郷用水や現在の川崎市に位置する二ヶ領用水の開削でした。 

 用水の工事は、慶長 2 年（1597 年）の測量に始まり、慶長 14

年（1609 年）に主要水路が完成、小堀と呼ばれる各村への分水路

工事も含めると終了までに14年という長い年月を費やす大工事で

した。 

北多摩郡和泉村（現在の狛江市元和泉）で多摩川から取水された六

郷用水は、世田谷領を経て、六郷領に至り、矢口村の南北引き分け

で北堀（池上、新井宿、大森方面）と南堀（蒲田、六郷方面）とに

二分されました。 

 この結果、六郷領と世田谷領の一部を合わせた約 50 ヶ村の村々

が恩恵を受けることになり、以後 300 年余り、大田区の農民の生

活になくてはならない用水路として利用されてきました。 

 その後、時代の流れとともに用水流域の様子は水田から畑、そし

て宅地へと変化し、六郷用水も昭和初期には用水路としての使命を

あらかた終えることになります。更に近年の下水道の普及により、

用水はその殆どが埋め立てられ現在では往時の姿をみることがで

きなくなりました。 

こいずみじだゆう 

にかりょう 

六郷用水物語（案内サイン）について 

小泉次大夫巡検之図（明治 17（1884）年） 

 

 

 

 

 

 

区HPはコチラ 



 

  

六郷用水跡を東急多摩川線沼部

駅裏から辿っていくと、西嶺町の観蔵院裏で上

り勾配となります。この付近が女堀と呼ばれた

あたりで、かつては谷底を力強く六郷用水が流

れていた場所です。用水開削中の最難関だった 

とされ、人手不 

足のため女性も 

交えて工事を進 

めたことからこ 

のように呼ばれ 

たとも言われて 

います。 

洗い場は、大田区各地

で生産された野菜や農具の泥を洗う農業施設で

した。 

 大正時代の耕地整理によって、水稲耕作は野

菜生産へ大幅に転換を遂げたことで、野菜洗い

をし易いよう板縁り等を設置し、洗い場として

の姿を整えるようになりました。 

昭和 40 年代にはそれらも姿を消すことにな

りますが、 

護摩堂橋 

の洗い場 

は最後ま 

で残った 

洗い場の 

ひとつで 

した。 

多摩郡和泉村（狛江市元和泉）の取水口から約 11km を流れ

た六郷用水本流は南北引き分けを境に池上 

・大森方面への北堀と、蒲田・六郷方面へ 

の南堀へと分流されていました。 

南北引き分け地点は、水量を公平に配分 

してきた重要な場所であり、南北両堀の幅 

を一定に保ち、底を平らにするなどの管理 

には細心の注意が払われてきました。 

六郷用水北堀は、ここで、 

直進して大森・蒲田方面へ

の流れと、北に上って呑川をわたり新井宿 

方面へ向かう流れ、南に下って女塚方面へ

向かう流れとの三つに分かれていました。

堰板として、八寸角の角材が使われていた

ことが名の由来となっています。 

南北引き分けで分水された南堀は、現在の JR 蒲田電車区の車両

基地付近でさらに糀谷、羽田、六郷方面に分水され、それぞれの 

村の小堀を巡って 

田を潤しました。 

「蛸の手」とは、ここ

があたかも蛸の手足

のように分かれてい

るところから名付け

られたものです。 

六郷用水流路跡図 

南北引き分け跡地（千鳥三丁目９番） 

護摩堂橋の洗い場（西嶺町 21番、1974年）  

現在の「女堀」跡地（西嶺町 22番） 

堤の八寸 イメージ図 

京急蒲田 


